


























令和６年６月２４日　令和６年度第１回日進市わたしのまちのしあわせづくり委員会
資料２－２

幸せまちづくりプラン令和５年度実施状況及び令和６年度実施方針シート

【１】市内すべての地域をつなぐ横断組織の設置と活動の拡充

成果指標名
主な

関係部署等
初期値

（Ｈ30年度末）
Ｒ２年度 Ｒ５年度

後期目標値
（Ｒ６）

令和５年度実績
（ ○市の実績、◎社協の実績、●市と社協の実績 ）

令和６年度実施方針

地域たすけあい
相談員（ＣＳ
Ｗ）の配置

地域福祉課
社協

３人 3人 3人 ４人

○指定管理の中で３名を配置した。
◎社協の助成金要綱に沿ったまちづくり協議会の他、同様
の機能を有した地域での協議の場にも適宜参加し、情報共
有・収集に努め、新たな助け合いの仕組みづくりを支援し
た。
◎重層的体制整備事業内でのCSWの役割を社協内、市担当
課と検討した。

◎引き続き法人内に3人CSWを配置し、市内全域の福祉課
題解決に向けた活動を行うとともに、重層的支援体制整備
事業の推進について多機関で連携を図っていく。

福祉まちづくり
協議会設置

社協 ３地区 ４地区 5地区 ５地区
◎社協の助成金要綱に沿ったまちづくり協議会の他、同様
の機能を有した地域での協議の場にも適宜参加した。

◎市内5地区のまちづくり協議会、またそれに準じた機能を
有する住民主体の協議の場に適宜参加し、情報の収集や提
供を行い継続支援を行う。
◎新たにまちづくり協議会の設置を検討する地域に対し、
職員が介入しその地域に沿った協議会の設置を目指す。

生活支援コー
ディネーターの
配置人数

地域福祉課 ５人 5人 ５人 ５人
○ 第１層（市全域）２名、第２層（市内３包括圏域）３名
を継続配置した。

○ 引き続き第１層（市全域）２名、第２層（市内３包括圏
域）３名を配置する。

地域たすけあい
会議の設置

地域福祉課
社協

０か所 0か所 0か所 ３カ所
●国の重層的支援体制整備事業についての勉強会等を実施
し、体制の構築について検討を行った。

●重層的支援体制整備事業に関係する事業の全体像を整理
するなかで整理していく。

第２層協議体の
実施
【後期より】

地域福祉課 ３回 ６回 ８回 １２回 〇３圏域で併せて８回実施した。 〇３圏域で各年４回開催する。

第１層協議体の
実施
【後期より】

地域福祉課
社協

１回 １回 0回 ２回

◎第１層協議体の開催方法を検討した。
●生活支援体制の整備を進めるため、地域住民、NPO、ボ
ランティア等生活支援サービスの担い手との情報共有・連
携強化の場（にっしん地域支え合い円卓会議２回）を開催
した。

●重層的支援体制整備事業に関係する事業の全体像を整理
するなかで整理していく。
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令和６年６月２４日　令和６年度第１回日進市わたしのまちのしあわせづくり委員会
資料２－２

【２】新たな要支援者層や困りごとを抱える人への支援

成果指標名
主な

関係部署等
初期値

（Ｈ30年度末）
Ｒ２年度 Ｒ５年度

後期目標値
（Ｒ６）

令和５年度実績
（ ○市の実績、◎社協の実績、●市と社協の実績 ）

令和６年度実施方針

支援調整会議の
開催

地域福祉課、介
護福祉課、子育
て支援課、健康
課、生活安全
課、学校教育
課、収納課、社
協

８回 ３０回 １２回 １２回 ○生活困窮者自立支援事業支援調整会議を12回開催した。
〇生活困窮者自立支援事業支援調整会議の開催を継続し、
各課・各支援機関の連携をにより、生活困窮者の自立を支
えていく。

地域たすけあい
相談員（ＣＳ
Ｗ）による何で
も相談件数【後
期より】

社協 204件 319件 462件 400件
◎462件　ボランティア活動の開始に関する相談や移動支
援・販売、休耕地の雑草問題等の相談があった。

◎住民からの相談に随時対応する。
◎相談の内容に沿って関係機関と連携し対応を図る。
◎南ヶ丘、御岳地域における出張相談（1回/月）を継続
し、他地域においても同様の要望があった際は調整の上、
対応する。

生活困窮者等に
関する研修会開
催回数

社協 ５回 ０回 １回 ５回

◎活動の立ち上げや運営支援について学ぶ場として「子ど
も食堂・フードパントリーのはじめかた講座」を開催し、
41人が参加した。
◎各種団体の主催する研修等で、生活困窮者等の事業や市
民の意識の啓発を行い、他機関との連携を深め、支援の担
い手の養成を行った。

◎福祉の醸成、食品ロスへの関心などを育み、家庭系食品
ロス削減に向けた取り組みとして、日進市内小学校での
フードドライブ活動の実施と集まった食糧を有効活用する
ためのフードパントリー実施者の養成を検討する。
◎昨年度から引き続き、新たな支援への担い手を育成する
ための研修会を企画するとともに、一般企業への事業周知
を行い、連携強化を図っていく。

当事者交流会の
場づくり

地域福祉課
社協

１０か所 ８か所 ８か所 １３か所

〇認知症本人交流会（１２回）、介護者のつどい（１２
回）、認知症家族交流会（１２回）、認知症カフェの開催
（９回）や運営支援（２団体１８回開催）、情報共有等を
行った。
◎ 当事者が気軽に集まれ、おしゃべりできる交流の場とし
て、心に問題を抱えている方のためのフリースペース「す
ばる」、肢体不自由の方の子育てを支援するための「しゃ
べり場」を開催することで支援を行った。

〇引き続き、当事者交流の場の開催を継続するとともに、
参加しやすい環境づくりを進めていく。

生活困窮相談件
数

地域福祉課
社協

3,887件 4,601件 2,520件 5,830件
〇相談件数2,520件
〇相談件数の減少は、景気の回復傾向が市民のくらしに現
れてきたものと考える。

〇くらしサポート窓口による生活困窮者自立相談支援を中
心に、相談者の自立に向けて必要となる各種支援を継続し
ていく。

2/5



令和６年６月２４日　令和６年度第１回日進市わたしのまちのしあわせづくり委員会
資料２－２

【３】協働による地域の見守り支援体制の充実

成果指標名
主な

関係部署等
初期値

（Ｈ30年度末）
Ｒ２年度 Ｒ５年度

後期目標値
（Ｒ６）

令和５年度実績
（ ○市の実績、◎社協の実績、●市と社協の実績 ）

令和６年度実施方針

認知症サポー
ター養成人数
【後期より】

地域福祉課、社
協

6,147人 6,622人 8,114人 7,400人

○小中学生や大学生、自治会や各種団体、一般市民向けに
認知症サポーター養成講座を開催し、561人が修了した。
○認知症サポーターステップアップ講座を開催し、31人が
参加した。

〇地域での高齢者の見守り等に協力していただいている関
係機関や住民団体等に引き続き講座開催を案内していく。
市職員向けの講座を開催する。

まちの守り人養
成人数

地域福祉課、社
協

617人 1,656人 3,993人 3,117人 ◎736人養成

◎市内全域に広報誌やホームページ等で講座に関して周知
を図り、開催回数および養成人数を増やしていく。
◎参加者とコミュニケーションを取り、福祉課題を把握す
る場としてもこの機会を活かしていく。

精神保健ボラン
ティア養成人数

社協 103人 127人 164人 153人
◎精神保健ボランティア養成講座（新規養成）7人
◎精神保健福祉ステップアップ講座（スキルアップ）10人

◎チラシの作成や、ホームページ、広報誌など様々な媒体
で事業の周知を行い、新たな人材の養成と、既に活動して
いる人材のスキルアップを図っていく。

こども１１０番
登録戸数

学校教育課 497戸 480戸 488戸 550戸 〇ホームページへの掲載により啓発を行った。 〇引き続きホームページや広報等を通じて啓発を行う。

やさしい手ネッ
ト登録者数

地域福祉課 488人 480人 652人 700人

○広報にっしんや認知症サポーター養成講座、認知症高齢
者等行方不明捜索訓練時等で周知・登録の促進を図った。
○地域支援者登録者数　　652人
（メール配信　380人、ファクス配信　272人）

〇引き続き、広報やにっしんテレビ等の媒体や市主催の事
業等を通じて情報提供や周知啓発を行う。

避難所開設・
運営訓練実施回
数

防災交通課 １回 ２回 １回 ２回

○赤池区、南ケ丘区、折戸区、東山区の地域住民を対象と
した避難所開設運営訓練を令和5年１１月26日に赤池小学
校、南小学校で実施。
●要援護者の避難所生活支援者向けサポートブック等を活
用し、避難所における要援護者への配慮を学んだ。

〇北新区、五色園区、岩崎区、岩崎台区区の地域住民を対
象とした避難所開設運営訓練を令和6年１１月10日に相野
山小学校、竹の山小学校・北中学校で実施予定。

地域の自主防災
組織数

防災交通課 ３８団体 ３８団体 ３７団体 ３８団体
○新たな自主防災組織の設立はないが、既存の自主防災組
織への活動支援を行った。

○既存の自主防災組織への活動支援を行う。

地域の自主防犯
組織数

防災交通課 ２９団体 ２８団体 ２８団体 ３１団体

〇自主防犯団体との合同パトロールや団体へ防犯パトロー
ル用物品の貸与を行い、活動の活性化を図った
〇防犯ボランティア養成アカデミーを開催し、知識の習得
を図った。

〇自主防犯団体との合同パトロールや団体へ防犯パトロー
ル用物品の貸与を行い、活動の活性化を図る。

福祉まちづくり
協議会設置

再掲 ３地区 ５地区

災害時要援護者
数

防災交通課 1,051人 1,062人 1,086人 1,370人
○区長、民生委員児童委員、自主防災組織の協力を得るこ
とができた。

○引き続き地域の協力を得ながら災害時要援護者の把握、
登録を行う。
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令和６年６月２４日　令和６年度第１回日進市わたしのまちのしあわせづくり委員会
資料２－２

成果指標名
主な

関係部署等
初期値

（Ｈ30年度末）
Ｒ２年度 Ｒ５年度

後期目標値
（Ｒ６）

令和５年度実績
（ ○市の実績、◎社協の実績、●市と社協の実績 ）

令和６年度実施方針

高齢者世帯福祉
票登録世帯数

地域福祉課 911世帯 808世帯 773世帯 1,150世帯
○民生委員児童委員定例会において、実態の把握に努めて
いただくよう啓発を実施した。７７３世帯

〇地域住民の身近な相談相手となり、支援を必要とする住
民と行政や専門機関をつなぐ機能が十分に発揮されるよ
う、引き続き実態把握の継続を啓発していく。

民生委員児童委
員による赤ちゃ
ん訪問の割合

健康課 98% 96.4% 98.0% 100%

〇生後４か月を迎えるまでの赤ちゃんがいる家庭に地域の
民生委員と主任児童委員が訪問し、子育て支援情報等をお
届けした。
〇９８.０％（R５.４月～R６.３月訪問実施分）

〇引き続き訪問を実施し、要支援家庭を把握した場合に早
期に適切な支援を行う
〇子育てアプリ「Nぴよ」の案内、子育て応援給付金のアン
ケート配布を行い、子育て支援につなげる

福祉事業者交流
会開催回数

地域福祉課
社協

５回 ８回 6回 ５回

○医療と介護の意見交換会（１回）、歯科医師との勉強会
（１回）、薬剤師会との交流会（１回）
○介護事業者を中心として、権利擁護に関する取組などの
事例検討及び意見交換を行う「地域福祉をつなぐ会」（１
回）を開催した。
●生活支援体制の整備を進めるため、地域住民、NPO、ボ
ランティア等生活支援サービスの担い手との情報共有・連
携強化の場（にっしん地域支え合い円卓会議２回）

〇引き続き、在宅医療・介護連携支援センターと連携し多
職種による情報共有の場を設けていく。医療・介護・福祉
など分野にとらわれない研修や交流の機会を検討する。

ボランティア・
市民活動に関す
る相談件数

市民協働課
社協

224件 308件 168件 274件

〇広報誌（３月号）に市民活動啓発特集記事を掲載すると
ともに、にぎわいNEWS（vol.26,27）を作成し、公共施
設に設置した。
〇市民活動団体による市民自治活動推進補助金事業におい
て、庁内から協働事業を募り、より必要性の高い事業の実
施に努めた。
〇にっしんわいわいフェスティバルにおいては、SDGｓを
テーマに、展示やブース出展など市民活動団体の取組を市
民に啓発した。
〇市民活動団体の周知啓発を目的として、にぎわい団体帖
を作成した。
◎ボランティア相談件数　168件
◎にぎわい交流館との情報共有を実施10回
◎研修部会、広報部会、イベント部会を適宜開催
◎SNSを活用し情報発信・共有を行い、参加しやすい環境
を整備した。
◎「はじめてみませんかボランティア」クリアファイルを
制作し、幅広い年齢層に興味を持ってもらえるよう工夫し
た。

○市民活動啓発特集記事を掲載する、にぎわいNEWSを作
成する。
○市民自治活動を支援する目的として市民自治活動推進事
業補助金を交付する。
○市民活動団体を最新情報に更新した「にぎわい団体帖」
を作成する。
◎ボランティアをやりたい、頼みたいといった相談に随時
対応していく。
◎いただいた相談は記録に残し、必要に応じて関係部署・
機関につなぐ。

各種ボランティ
ア養成講座受講
者延人数

社協 ６６人 153人 384人 ７０人

◎定年後の過ごし方　12人
◎おたっしゃボランティア　5人
◎災害ボランティアコーディネーター養成講座14人
（以下再掲）
◎まちの守り人養成講座736人
◎精神保健福祉ボランティア養成講座（新規養成）7人
◎精神保健福祉ステップアップ講座（ｽｷﾙｱｯﾌﾟ）10人
◎要約筆記ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座（長久手市と共催）10人
　（※R5年度は日進市で開催。長久手市7人、日進市3人
に修了証発行）
◎ゲートキーパー養成講座　45人
　（※市民向け（18人）、市・社協職員向け（27人）と
内容を分けて開催）
◎視覚に関する支援ボランティア養成講座16人

◎様々な事業や市内の福祉課題等から住民のニーズ、充足
が必要な社会資源を把握し、現状に則したボランティア養
成講座を企画していく。
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令和６年６月２４日　令和６年度第１回日進市わたしのまちのしあわせづくり委員会
資料２－２

【４】地域福祉活動の継続支援に向けた情報の集約と支援体制の再編

成果指標名
主な

関係部署等
初期値

（Ｈ30年度末）
Ｒ２年度 Ｒ５年度

後期目標値
（Ｒ６）

令和５年度実績
（ ○市の実績、◎社協の実績、●市と社協の実績 ）

令和６年度実施方針

地域の人材情報
の集約

地域福祉課、市
民協働課、生涯
学習課、社協

実施 実施 実施 実施

○市民活動推進事業及びにぎわい交流館事業、にっしんわ
いわいフェスティバル事業、にぎわい交流館登録団体数等
相談支援事業のあらゆる機会をとおして、人材情報の把
握。人材との連携づくりを行った。にぎわい交流館（市民
活動支援センター）と社会福祉協議会（ボランティアセン
ター）と定例的な交流を継続し、人材情報の集約、共有、
活用を行った。
〇にぎわい交流館の登録団体、社協ボランティアセンター
の登録団体、まちかどネットワーク講師登録のwebページ
について、相互リンクを張り、人材情報の集約を図った。

◎実施

○市民活動推進事業及びにぎわい交流館事業、にっしんわ
いわいフェスティバル事業、相談支援事業を充実し、人材
情報の集約を図る。関係機関、特に、大学の教員、学生、
企業の地域貢献担当者等とも幅広く連携し、人材情報の集
約を図る。
○引き続き、ボランティアの登録、にぎわい交流館との情
報共有を行っていく。
◎ボランティア登録制度（個人・団体）を継続し、人材情
報の把握に努めると共に、必要とする際に速やかにつなぐ
ことができる態勢を整える。

助成金等の情報
の集約

地域福祉課、
社協

実施 実施 実施 実施
◎各助成制度の情報を収集・ファイリングし、効率的に情
報提供できるよう体制を整えた。

◎様々な媒体で来る情報を随時把握、保管し、必要とする
住民に速やかに情報提供を行う。

空家バンク登録
件数

地域福祉課、都
市計画課、社協

０件 ０件 1件 ２５件
○空家バンク登録物件のさらなる掘り起こしのため、Ｈ
Ｐ、広報等の各種媒体の活用を継続した。

○空家バンク登録物件のさらなる掘り起こしのため、Ｈ
Ｐ、広報等の各種媒体の活用を継続する。また、地元自治
会等への制度の周知等の働きかけを行う。

福祉有償運送実
施事業者数

地域福祉課、社
協

２事業者 ２事業者 １事業者 ３事業者

○福祉有償運送運営協議会において、日進市における福祉
有償運送の現状や課題に係る協議を行った。
○長久手市との共催により、福祉有償運送ドライバー認定
講習会を開催した（修了者１１人、うち日進市３人）

〇引き続き福祉有償運送ドライバー養成講習会を開催して
いく。

【５】つどいの場の創設支援

成果指標名
主な

関係部署等
初期値

（Ｈ30年度末）
Ｒ２年度 Ｒ５年度

後期目標値
（Ｒ６）

令和５年度実績
（ ○市の実績、◎社協の実績、●市と社協の実績 ）

令和６年度実施方針

つどいの場の開
設

地域福祉課、社
協

６５カ所 ７３カ所 ７７カ所 ９０カ所

◎つどいの場
　ぷらっとホーム　7箇所
　ほっとカフェ　27箇所
　ふれあい・いきいきサロン　7箇所
　にっしん体操スポット　32箇所
　その他　4箇所
◎つどいの場開設に関する相談に対応。
◎助成金交付実施（つどいの場運営助成15団体
823,700円）

◎既存のつどいの場に対して引き続き本会が持つ助成金制
度を紹介し、会の継続を支援していく。
◎CSW（SC）が適宜つどいの場を訪問し、情報をアップ
デートしていくと共に、参加者等から福祉課題の聞き取
り、収集を行う。
◎新たに設置を検討する人、地域に対し、職員が介入し開
設支援を行う。
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